
（1）

葬祭料請求書の書き方

（１）通勤災害の場合は葬祭給付請求書（様式16号の10）を使用する。

（２）②には、死亡労働者の傷病補償年金に係る年金証書の番号を記入する。

（３）④の死亡労働者の所属事業場名称・所在地欄には、死亡労働者の直接所属す
　　　る事業場が一括適用の取扱いをしている支店・工場・工事現場等の場合に記
　　　入する。

（４）⑥には、どのような場所で、どのような作業をしているときに、どのような
　　　物で又はそのような状況において、そのようにして災害が発生したかを記入
　　　する。

（５）平均賃金の算定基礎期間中に業務外の傷病の療養のため休業した期間が含ま
　　　れている場合、平均賃金に相当する額がその期間の日数及びその期間中の賃
　　　金とみなして算定した平均賃金に満たないときは、みなして算定した平均賃
　　　金に相当する額を⑧に記入する。（様式第８号の別紙に内訳を記載し添付す
　　　る。ただし、すでに提出されている場合は不要）

（６）死亡労働者に関し遺族補償給付が支給されていた場合や、死亡労働者が傷病
　　　補償年金を受けていた場合には、①、⑤及び⑥は記入する必要がない。また、
　　　事業主の証明は必要ない。

（７）死亡労働者が特別加入であった場合は、⑧にはその者の給付基礎日額を記入
　　　する。

（８）この請求書には、労働者の死亡に関して市町村長に提出した死亡診断書、死
　　　亡検案書若くは検視調書に記載してある事項について、市町村長の証明書な
　　　どの書類を添付する。

（９）死亡労働者が特別加入者であった場合には、⑤及び⑥の事項を証明すること
　　　ができる書類を添付する。

（10）遺族補償給付の支給の請求書が提出されている場合には、８及び９による書
           類の提出は必要ない。

（11）「事業主の氏名」の欄及び「請求人の氏名」の欄は、記名押印することに代
           えて、自筆による署名でもよい。

当社事業所内で書庫にて資料の整理作業をし

ていたところ、突然、本棚が倒れ◯◯（死亡

した労働者名）が下敷きとなって死亡した。


